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1 ………… 地元食材の供給について

農業委員の紹介について
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2 ～ ……4

益田市の農業振興に関する建議回答

8 ………… 農業委員会からのお知らせ
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「学校給食へ供給のための農事組合法人アグリ種による切り干し大根づくり」

　学校給食の食材について地元産の利用率向上を目指し、いろ
いろな取り組みが行われています。現在、農事組合法人アグリ
種は、生産、加工、販売のネットワークを作り、切り干し大根
の生産を行い、学校給食に年間300㎏の提供を開始しています。
　また、関係機関において玉葱の冷蔵保存、カットトマトの冷
凍保存による提供を検討しています。

今月の
表　紙

切り干し大根
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第
21
期
益
田
市
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
満
了
（
平
成
26
年
7
月
19
日
）
に

伴
い
、
新
た
に
選
挙
に
よ
る
委
員
24
名
、
選
任
に
よ
る
委
員
7
名
、
計
31
名
の
農

業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、改
選
後
初
の
総
会
が
7
月
22
日
に
開
催
さ
れ
、

会
長
に
三
浦
満
氏
、
会
長
職
務
代
理
に
西
川
友
史
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

〜
新
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
〜

　

先
般
、
7
月
に
実
施
さ
れ
た
農
業
委

員
全
国
統
一
選
挙
後
初
の
「
農
業
委
員

会
だ
よ
り
」
の
発
刊
に
併
せ
、
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
第
22
回
目
と
な
り
、

全
国
の
7
割
弱
の
農
業
委
員
会
で
地
元

農
業
者
の
代
表
と
な
る
新
た
な
委
員
が

選
ば
れ
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と

し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
市
町
村
に
設
置
さ
れ

る
行
政
委
員
会
で
す
が
、
そ
の
大
き
な

特
徴
と
し
て
、
公
職
選
挙
法
に
準
じ
て

農
業
者
自
ら
が
選
挙
で
選
ん
だ
代
表
を

中
心
に
構
成
し
、
運
営
し
て
い
く
事
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

益
田
市
で
は
特
に
今
回
は
、
農
業
・

農
村
に
お
け
る
女
性
の
役
割
が
大
き
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
議
会
推
薦
枠
か
ら
3

名
の
女
性
農
業
委
員
が
誕
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
青
年
農
業
者
も
多
く
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
、
今
後
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
日
本
の
食
糧
・
農
業
・
農
村
は

依
然
と
し
て
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
特
に
農
業
就
労
者
の
高
齢
化
の
進

行
と
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
農
村
地
域
で
は
、
さ
ら
に
過
疎
化
が

進
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
現

在
の
傾
向
が
続
け
ば
国
民
の
大
事
な
食

料
を
供
給
す
る
力
や
、
国
土
・
環
境
の

保
全
等
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
し
て
い

る
農
村
の
活
力
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
国
民
か
ら
は
農
業
に
対
し
、

安
全
・
安
心
な
食
料
の
提
供
や
安
定
供

給
の
確
保
を
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
農
村
の

豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
景
観
の
持

つ
重
要
さ
に
対
す
る
認
識
も
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
農
業
・
農
村
の
持
つ
機
能
・
役

割
の
再
評
価
と
、
地
域
住
民
と
一
体
と

な
っ
た
農
村
の
環
境
保
全
に
向
け
て
の

活
動
を
さ
ら
に
進
め
、
国
民
の
期
待
に

応
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
国
で

は
、
様
々
な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、

健
康
医
療
、
雇
用
、
Ｉ
Ｔ
、
貿
易
、
投

資
等
と
共
に
農
業
関
係
の
規
制
改
革
を

実
施
し
、
競
争
力
の
あ
る
農
業
、
魅
力

あ
る
農
業
を
創
り
、
農
業
の
成
長
産
業

化
を
実
現
す
る
た
め
に
新
し
い
道
を
積

極
果
敢
に
切
り
開
い
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
改
選
を
機
に
、
農
業
委
員

会
活
動
の
取
り
組
み
に
向
け
て
決
意
を

新
た
に
、
行
政
委
員
会
と
し
て
の
責
任

あ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
年
2
回
発
行
し
て
い
る
「
農
業

委
員
会
だ
よ
り
」
は
、
農
業
者
へ
の
情

報
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
市
民
の

皆
様
に
食
糧
・
農
業
・
農
村
の
大
切
さ

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
農
家
と
の
「
か

け
橋
」
と
な
る
た
め
に
発
行
し
て
い
ま

す
。

　

私
達
農
業
委
員
も
今
回
の
改
選
を
機

に
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
の
誇
り
と

使
命
感
の
も
と
に
、
農
業
・
農
村
に
元

気
を
呼
び
戻
す
た
め
、
行
動
す
る
農
業

委
員
会
と
し
て
の
実
践
活
動
に
一
層
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊
あ
い
さ
つ

担当地区 ：美濃
連 絡 先  ：☎ 29-0543
公選、推薦の別：公選

農
業
委
員
会  

会
長
　 

三
浦
　
満
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新しい農業委員の
　　　　　　顔ぶれ

① 氏　名
② 担当地区
③ 連絡先
④ 公選、推薦の別

① 秋好  喜代子
② 吉田
③ ☎ 23-6076
④ 議会推薦

① 大場  耕造
② 吉田
③ ☎ 24-1793
④ 議会推薦

① 谷本  大輔
② 二条
③ ☎ 29-0809
④ 公選

① 潮　好介
② 高城
③ ☎ 25-1275
④ 公選

① 福原  勝廣
② 益田・吉田
③ ☎ 23-6031
④ 公選

① 椋木  昭雄
② 高城
③ ☎ 25-1288
④ 公選

① 篠原  栄次
② 豊田
③ ☎ 25-1190
④ 土改推薦

① 岡﨑  時明
② 豊田 　   
③ ☎ 22-6320
④ 農協推薦

① 三浦  尚人
② 鎌手
③ ☎ 27-0728
④ 公選

① 石橋　剛
② 豊田
③ ☎ 25-1024
④ 公選

① 伏谷  啓義
② 安田（国営開発地）
③ ☎ 27-0286
④ 公選

① 北條  義洋
② 豊田
③ ☎ 25-2776
④ 公選

① 原　富夫
② 安田
③ ☎ 27-0425
④ 公選

① 須藤  寿人
② 高津
③ ☎ 22-1496
④ 公選

① 田ノ上  武夫
② 吉田
③ ☎ 23-5928
④ 公選

① 齋藤  浩文
② 豊川・真砂
③ ☎ 26-0515
④ 公選

① 田原  壽夫
② 北仙道
③ ☎ 23-4422
④ 公選

① 大庭　清
② 種
③ ☎ 27-0857
④ 公選
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① 田中  克典
② 東仙道（美都）
③ ☎ 52-2086
④ 公選

① 西川友史
② 匹見上（匹見）
③ ☎ 56-0893
④ 公選

① 岡﨑  定佳
② 中西
③ ☎ 28-0698
④ 公選

① 三浦  和顕
② 道川（匹見）
③ ☎ 58-0435
④ 公選

① 椋木  孝光
② 中西
③ ☎ 22-3613
④ 公選

① 竹内  辰穂
② 小野
③ ☎ 28-0148
④ 公選

① 西坂  壽惠
② 美濃
③ ☎ 29-0308
④ 議会推薦

① 佐々田  貴志
② 二川（美都）
③ ☎ 52-3133
④ 公選

① 佐々木　堅
② 都茂（美都）
③ ☎ 52-2365
④ 公選

① 村上　巴
② 匹見下（匹見）
③ ☎ 56-0589
④ 議会推薦

① 草野  和馬
② 東仙道（美都）
③ ☎ 52-3373
④ 共済推薦

① 河野  光好
② 匹見下（匹見）
③ ☎ 56-1280
④ 公選

退
任
委
員
紹
介

7
月
19
日
任
期
満
了

＊ 

増
野　

六
彦
（
益
田
・
豊
川
）

＊ 

藤
井　

寛

（
真
砂
）

＊ 
豊
田　

島
夫
（
二
条
）

＊ 
大
賀　

功

（
中
西
）

＊ 

伏
谷　

正
明
（
土
改
推
）

＊ 

亦
賀　

統
佳
（
議
推
）

　

農
地
の
取
得
後
の
耕
作
面
積
が
下
限
面

積
に
達
し
な
い
場
合
、
農
地
の
権
利
を
取

得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

経
営
面
積
が
小
さ
い
と
生
産
性
が
低
く
、

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を
営
む

こ
と
が
出
来
な
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
下
限
面
積
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

益
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
の
平

均
的
な
経
営
規
模
や
耕
作
放
棄
地
の
状
況

な
ど
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
新
規

就
農
者
の
増
加
を
見
込
ん
で
、
こ
の
下
限

面
積
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

下
限
面
積
を
見
直
し
ま
し
た

設定区域（旧町村） 下限面積

鎌手、豊川、匹見下 2 0 a

益田、安田、真砂、
豊田、高城、小野、
東仙道、都茂、二川

3 0 a

種、北仙道、二条、
中西、匹見上

4 0 a

美濃、道川 5 0 a

任
期
満
了
に
伴
い
次
の
方
々
が
農
業

委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に

わ
た
る
ご
尽
力
に
、
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。
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建
議
書
回
答
要
旨

　

農
業
委
員
会
は
市
の
農
林
業
施
策
に
つ

い
て
、
今
後
の
施
策
に
反
映
し
て
も
ら
う

よ
う
市
長
に
建
議（
意
見
を
述
べ
る
こ
と
）

を
行
い
、
こ
の
た
び
次
の
と
お
り
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

【
要
望 

１
】

　

持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
た

め
、
市
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
相
談

窓
口
の
充
実
を
図
り
、
国
の
助
成
制
度

活
用
と
市
独
自
の
効
果
的
な
支
援
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

　

現
在
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
担
い
手
の
支
援
、
地
域
課
題
の

解
決
に
当
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
組

織
の
連
携
を
図
り
、
農
業
支
援
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 

2
】

　

国
政
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
念
頭
に
、

経
営
安
定
対
策
、
生
産
調
整
の
見
直
し

等
、
国
の
農
政
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
お
り
、
脆
弱
な
生
産
基
盤
を
抱
え

る
中
山
間
地
域
が
、
こ
れ
以
上
不
利
益

に
な
ら
な
い
た
め
の
働
き
か
け
と
農

業
振
興
の
推
進
に
つ
い
て
、
国
・
県
に

対
し
て
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

 　

今
年
度
よ
り
、
国
の
４
つ
の
改
革
と

農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
、
経
営
所

得
安
定
対
策
の
見
直
し
、
水
田
フ
ル
活

用
と
米
政
策
の
見
直
し
、
日
本
型
直
接

支
払
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
各
事

業
を
有
効
的
に
活
用
し
、
中
山
間
地
域

の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 

3
】

　

農
産
物
の
品
目
等
に
対
す
る
独
自

の
補
助
事
業
等
に
よ
る
産
地
形
成
支

援
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
回 

答
】

　

産
地
形
成
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
経

営
所
得
安
定
対
策
の
「
産
地
交
付
金
」

や
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
「
攻
め
の

農
業
実
践
緊
急
対
策
事
業
」
を
活
用
し

な
が
ら
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 

4
】

　

農
業
経
営
上
経
営
安
定
に
不
可
欠

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
事
業
に
お
い

て
は
、
国
・
県
補
助
事
業
対
象
と
な
ら

な
い
施
設
、
農
業
機
械
の
更
新
に
つ
い

て
、
資
金
支
援
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
回 

答
】

　

農
業
機
械
・
施
設
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
経
営
計
画
を
立
て
る
中
で
、
当
然

減
価
償
却
等
で
対
処
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
今
後
も
経
営
計
画
を
立
て
る
中

で
指
導
・
助
言
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
要
望 

5
】

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成
で
は
、
各

集
落
や
地
域
で
の
合
意
形
成
に
基
づ

く
策
定
を
早
急
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、

益
田
全
域
で
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
担
い
手
に

つ
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初

５
年
間
の
無
利
子
化
等
の
支
援
が
国

か
ら
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ン

作
成
の
遅
れ
に
よ
り
そ
の
支
援
が
う

け
ら
れ
な
い
担
い
手
に
対
す
る
支
援

策
の
創
設
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

　

現
在
、
４
地
区
で
プ
ラ
ン
を
作
成
中

で
あ
り
、
こ
れ
が
完
成
す
る
と
益
田
市

農
業
振
興
に
つ
い
て

全
域
で
の
プ
ラ
ン
作
成
が
完
成
し
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
借
入
に
つ
い

て
、
プ
ラ
ン
未
作
成
地
域
よ
り
要
望
が

上
が
っ
た
場
合
、
市
が
プ
ラ
ン
作
成
を

証
明
す
る
こ
と
で
借
入
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
ケ
ー

ス
に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
急
に
プ
ラ
ン

を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

担
い
手
・
後
継
者

　
　 

育
成
に
つ
い
て

【
要
望 

6
】

　

新
た
な
担
い
手
と
な
る
就
農
希
望

者
が
、
安
心
し
て
参
入
で
き
る
研
修
体

制
の
確
立
や
効
果
的
な
対
策
を
講
じ

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

　

現
在
あ
る
国
の
青
年
就
農
給
付
金
、

県
の
新
規
就
農
者
対
策
事
業
、
市
の
農

林
水
産
業
支
援
助
成
金
等
の
制
度
を

フ
ル
活
用
し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

【
要
望 

7
】

　

認
定
農
業
者
や
若
年
後
継
者
、
新
規

就
農
者
が
意
欲
を
持
っ
て
就
農
で
き

る
よ
う
に
、
相
談
機
能
の
充
実
を
お
願

い
し
た
い
。
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【
回 

答
】

　

現
在
、
農
業
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
相
談
に
対
応
し
て
お
り
、
今

後
も
機
能
の
充
実
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

【
要
望 

8
】

　

新
し
い
経
営
体
系
に
取
り
組
む
担

い
手
や
、
女
性
農
業
者
が
行
う
農
産
物

生
産
、
加
工
、
直
売
等
の
取
組
み
に
対

し
て
、
更
な
る
新
技
術
や
販
売
等
の
支

援
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

　

島
根
県
で
は
、
島
根
型
6
次
産
業
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業
を
創
設
し
、

生
産
・
加
工
・
販
売
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
よ
る
事
業
を
進
め
な
が

ら
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
事
業

を
活
用
し
な
が
ら
事
業
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
要
望 

9
】

女
性
認
定
農
業
者
の
育
成
・
支
援
を
図

る
た
め
、
地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な
参

画
と
公
職
へ
の
登
用
を
促
進
す
る
た

め
、
子
育
て
・
育
児
へ
の
支
援
策
を
更

に
推
進
さ
れ
た
い
。

【
回 

答
】

　

今
年
度
、
人
口
拡
大
計
画
を
策
定

し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
作
り
の
中

で
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 

10
】

　

｢

農
家
子
弟｣

で
あ
る
農
業
後
継
者

を
育
成
・
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
今
後
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
後
継

者
に
対
し
て
は
、
市
独
自
に
支
援
策
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

　
「
農
家
子
弟
」
で
あ
る
農
業
後
継
者

の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
は
、
担
い
手

確
保
の
重
要
な
手
段
と
考
え
ま
す
。
農

業
後
継
者
の
方
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
経
営

移
譲
が
進
む
よ
う
協
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
要
望 

11
】

　

遊
休
農
地
の
多
く
は
不
在
地
主
で

あ
り
、
不
在
地
主
に
対
す
る
対
策
を
早

急
に
進
め
、
誘
因
源
を
減
少
さ
れ
る
施

策
を
推
進
し
、
効
果
的
な
対
策
を
講
じ

て
い
た
だ
き
た
い
。

遊
休
農
地
対
策

　
　
　
　
に
つ
い
て

【
回 

答
】

　

不
在
地
主
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し
、
耕
作
放

棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
事
業
等
を

活
用
し
、
農
業
者
へ
の
斡
旋
、
不
在
地

主
へ
の
農
地
貸
借
に
つ
い
て
の
丁
寧

な
説
明
を
心
が
け
、
利
用
促
進
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 

12
】

　

引
き
続
き
、
農
地
の
貸
借
が
円
滑
に

促
進
さ
れ
る
よ
う
、
受
け
手
へ
の
支

援
、
負
担
軽
減
も
含
め
た
総
合
的
な
対

策
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
回 

答
】

　

今
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
農
地
中

間
管
理
機
構
を
活
用
し
な
が
ら
、
受
け

手
が
営
農
し
や
す
い
よ
う
農
地
の
集

約
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 

13
】

　

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
は
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
な
安
定
経
営

が
出
来
る
体
制
整
備
が
必
要
と
思
わ

れ
、
総
合
的
な
対
策
を
と
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

　

農
地
の
管
理
は
農
地
所
有
者
が
行

う
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も

自
身
で
は
管
理
で
き
な
い
場
合
に
は
、

農
業
委
員
会
、
市
等
と
の
協
議
の
中
で

対
策
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 

14
】

　

地
籍
調
査
の
未
実
施
地
区
が
多
く
、

農
地
の
位
置
特
定
や
所
有
者
特
定
等

の
調
査
に
困
難
を
極
め
て
お
り
、
早
期

に
地
籍
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
配
慮

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

　

地
籍
調
査
は
、
平
成
8
年
度
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
現
在
の
進
捗
率
は
約

9
％
と
1
年
で
約
2
～
3
キ
ロ
平
方

メ
ー
ト
ル
の
進
捗
で
す
。
公
共
事
業
関

連
地
区
等
を
優
先
し
て
行
っ
て
き
て

お
り
、
調
査
区
域
内
に
あ
る
農
地
に
つ

き
ま
し
て
も
順
次
調
査
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。



農委だより 7

【
要
望 

15
】

　

学
校
等
で
生
産
者
と
触
れ
あ
う
農

業
体
験
活
動
、
学
校
給
食
で
の
地
元
農

産
物
の
採
用
、
紹
介
等
を
よ
り
一
層

行
っ
て
い
た
だ
き
、「
食
」
へ
の
関
心

と
、「
食
」
を
作
り
出
す
「
農
業
」
へ
の

興
味
を
抱
く
施
策
の
推
進
に
努
め
、
安

全
で
安
心
な
地
元
農
産
物
を
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
だ
け
の
財
政
措
置
を

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
要
望 

19
】

　

有
害
鳥
獣
補
獲
の
担
い
手
で
あ
る

狩
猟
者
は
年
々
減
少
し
、
新
た
な
担
い

手
の
育
成
・
確
保
が
緊
急
課
題
で
あ

り
、
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
回 

答
】

  

狩
猟
資
格
者
の
高
齢
化
に
伴
う
補
獲

班
員
の
減
少
対
策
と
し
て
、
資
格
取
得

助
成
を
行
う
ほ
か
、
自
治
会
等
の
各
地

域
で
の
対
応
が
有
害
被
害
対
策
に
有

効
と
な
る
た
め
、
特
定
外
来
種
捕
獲
や

追
払
い
花
火
の
講
習
参
加
を
呼
び
か

け
、
自
主
防
衛
を
高
め
る
こ
と
や
情
報

発
信
を
行
う
ほ
か
、
26
年
度
よ
り
、
林

業
水
産
課
に
有
害
鳥
獣
専
門
員
と
し

て
専
門
的
な
知
識
を
習
得
し
た
人
材

１
名
を
新
た
に
採
用
し
有
害
鳥
獣
対

策
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
を

目
的
と
し
た
有
害
捕
獲
員
と
は
別
に
、

有
害
鳥
獣
実
施
隊
を
設
け
、
よ
り
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
鳥
獣
被
害
対
策
と

し
て
対
応
し
ま
す
。

【
回 

答
】

　

今
年
度
、
益
田
市
第
２
次
食
育
推
進

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
中
で
農
林
水
産

業
を
理
解
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
農
業
体
験
の
実
施
や

学
習
の
場
を
設
け
、
農
業
へ
の
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
将
来
、
就
農
へ
と

進
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
農
産
物
の
販
売

促
進
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 
16
】

　

子
供
た
ち
に
農
業
の
大
切
さ
や
食

の
大
事
さ
等
を
正
し
く
伝
え
る
食
育

教
育
を
更
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

【
回 

答
】

　

食
育
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
食

を
大
切
に
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
と

う
」「
家
族
や
仲
間
と
楽
し
く
美
味
し

く
食
べ
よ
う
」
を
目
標
に
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 

17
】

　

給
食
食
材
と
し
て
地
元
食
材
の
活

用
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
学
校

に
お
け
る
米
飯
給
食
及
び
米
粉
パ
ン

給
食
の
際
に
は
、
地
元
産
米
を
全
量
使

食
育
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策

　
　
　
に
つ
い
て

山本浩章市長から建議書回答を受ける三浦満会長

用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

【
回 

答
】

　

学
校
給
食
で
は
地
産
地
消
の
取
り

組
み
と
し
て
関
係
機
関
、
生
産
者
等
と

調
整
を
行
い
、
地
元
食
材
の
更
な
る
活

用
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う

し
た
中
で
、
米
粉
パ
ン
給
食
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
米
飯
給
食
に
お
い
て

は
、
全
量
地
元
産
米
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

【
要
望 

18
】

　

食
と
農
の
市
民
条
例
の
制
定
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

  

「
食
と
農
の
市
民
条
例
」
の
策
定
に

は
、
従
来
の
行
政
や
関
係
団
体
の
取
り

組
み
だ
け
で
な
く
、
農
業
者
と
市
民
が

相
互
に
連
携
し
、
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
協
議
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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【
要
望 

20
】

　

捕
獲
檻
の
設
置
助
成
・
狩
猟
期
間
制

限
の
緩
和
及
び
修
繕
経
費
に
係
る
支

援
の
強
化
等
、
補
獲
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

  

銃
免
許
取
得
者
に
つ
い
て
の
補
助
は

あ
り
ま
す
が
、
わ
な
免
許
に
つ
い
て
は

補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。
補
獲
檻
（
イ
ノ

シ
シ
）
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
補
助
が

あ
り
ま
す
。

　

狩
猟
期
間
の
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て

は
、
11
月
1
日
～
2
月
末
日
ま
で
の
間

で
狩
猟
可
能
で
あ
り
、
そ
の
期
間
以
外

で
も
有
害
駆
除
捕
獲
と
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

※
イ
ノ
シ
シ
以
外
の
狩
猟
鳥
獣
に
つ

い
て
は
、
11
月
15
日
～
2
月
15
日
の

期
間
で
す
。

【
要
望 

21
】

　

民
家
周
辺
へ
の
出
没
が
多
い
ク
マ

の
補
獲
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
鳥
獣
害
対
策
専
門
の
行
政

組
織
体
制
を
構
築
し
、
横
断
的
で
総
合

的
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

　

ク
マ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
県
と
市

で
連
携
し
て
対
応
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
県
と
市
、
そ
れ
ぞ

れ
に
専
門
員
を
配
置
し
住
民
の
対
応

等
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
県
と
連
携
し
、
総
合
的
な
対

策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
要
望 

22
】

　

現
に
被
害
が
多
い
地
域
に
お
い
て

は
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
「
モ
デ
ル

地
区
」
の
設
定
等
を
含
め
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
追
い
払
い
活
動
や
緩
衝

帯
整
備
な
ど
、
多
様
性
の
あ
る
取
り
組

み
や
体
制
整
備
へ
の
支
援
を
重
点
的

に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
に
よ

る
主
体
的
な
被
害
防
止
を
促
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

【
回 

答
】

  

現
在
、
匹
見
地
域
を
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
、
熊
、
猿
等
に
対
す
る
対
応
を
実

証
し
て
い
ま
す
。
追
払
活
動
に
つ
い
て

は
、
防
除
花
火
講
習
会
を
開
催
し
、
住

民
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
防
除

花
火
を
用
い
た
活
動
を
実
践
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。
防
除
花
火
講
習
会
の
新

規
受
講
者
に
対
し
て
受
講
料
の
一
部

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
定
外
来

種
の
被
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
益
田
市

が
実
施
す
る
適
切
な
補
獲
と
安
全
に

関
す
る
知
識
及
び
技
術
に
つ
い
て
の

講
習
を
受
講
し
た
方
を
防
除
従
事
者

と
認
定
し
、
補
獲
活
動
に
協
力
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
利
用
状
況
調
査
）
実
施
中

　

地
元
農
業
委
員
・
地
区
協
力
員
が
農
地

の
状
況
を
調
査
。
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解

消
、農
地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
対
策
等

に
つ
い
て
取
り
組
む
た
め
、9
月
～
11
月

を
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、市
内
全
域
の
農
地

の
利
用
状
況
を
調
査
し
、
遊
休
農
地
の

所
有
者
等
に
対
す
る
意
向
調
査
を
実
施
。

農
地
所
有
者
等
の
意
向
を
勘
案
し
、農
地

の
農
業
上
の
利
用
の
増
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
農
地
の
利
用
調
整
を
行
い
ま
す
。

  

＊
編
集
後
記
＊

　

今
年
7
月
の
改
選
で
新

し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
、

女
性
農
業
委
員
も
2
名
か

ら
3
名
に
増
え
ま
し
た
。

　
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

で
は
、女
性
農
業
者
の
声
を

よ
り
反
映
し
、農
家
の
皆
様

に
読
み
や
す
く
親
し
み
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
な
る

よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

身
近
な
情
報
、
ご
意
見
、

ご
感
想
な
ど
農
業
委
員
会

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

委 

員 

長	

村
上　
　

巴

副
委
員
長	

篠
原　

栄
次

委　
　

員	

秋
好
喜
代
子

	

西
坂　

壽
惠

	

齋
藤　

浩
文

	

椋
木　

孝
光

	

佐
々
田
貴
志

  

編
集
委
員

◆ 全国農業新聞購読のご案内 ◆ ◆ 農業者年金に加入しませんか ◆

毎週金曜日発行 … 月額 600 円
申込先 … 農業委員会（☎ 31-0481）

国民年金第１号被保険者で年間 60 日以上農業に従事
する 60 歳未満の方は誰でも加入できます


